









































































































































































































































































































































































































































































































































































二＝！三三二ＢｊＣｋ３Ｏｒ１ｈＯＩ１ｂＯｍａｒｄ３０２５０００，２００１１A０l１００ＵＤｍＯ漆角度＞ １８０冊ＯＬｅｆｔＩ２０Ｋ肥ｅ９０６０３０ 考察１８０RiOhllbOK庇ｅＩ２０９０ＣＯ 初心者の傾向について,第一に,初心者はフォ
ワード・スウィング開始後にインパクト前の下
方向の最大床反力を示したのに対し,熟練者は，
Ｏ（、SCC）
図７ｓ３のＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作における床反力
波形と両膝角度
(kg） ､、/(／
’１Ⅱ
ｂｃｄｅ ￣￣ＯＨＯＯＩＯＯ
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てみる。Ｓ４のＪｕｍｐＳｍａｓｈでは，やはり他の
初心者同様，重心の最も高い時にインパクトし
ている。そこで，ジャンプの踏み切り方に着目
する。Ｓ４の場合，シャトルに体が正対した状
態でジャンプしているのに対し,熟練者は,シャ
トルに対し体が横になった状態でジャンプして
いる。また，Ｓ４はＳｍashで1ま，シャトルに対
して横になった状態からインパクトしている。
このことから，体幹のひねりがインパクトのタ
イミングに関係しているようだ。この体幹のひ
ねりも，フットワークの習熟によって得られる
のて､，バドミントンでは，フットワークの習熟
が必要であると言える。以上のことから,パワー
ストロークを指導する際には最初からパワーを
強調せず，その構え方，バランス，リカバリー
を指導する方が良いと考えられる。
また，ＳｔａｎｄＳｍａｓｈを行わせたところ，そ
のほとんどの初心者において，Ｓｍashと同じよ
うな現象が得られたことから，やはり初心者は，
棒立ちになりがちだと改めて確認された。
初心者にＪｕｍｐＳｍａｓｈをさせたところ，ジャ
ンプ後着地時にジャンプ前の前足から着地して
おり，後ろ足が前に出てくる動きが確認された。
これは，バドミントンのフットワークに似た動
きである。これらから，初心者には，フットワー
クの前後方向の方向転換で前に出る時に，意識
的にジャンプをさせることによって効果がある
と考えられる。
最大床反力を示してからフォワード．スウィン
グが始まっている。これは，バドミントンにお
けるパワー．ストロークのほとんどが，前後の
移動の方向転換をしながら行うという特殊性か
ら，後足で踏み切ることに関係があるだろう。
実際,ほとんどの初心者は,前足踏み切りになっ
ていた｡熟練者は，床反力をパワーの伝達に利
用していないが，初心者は，床反力を利用して
いると推測できる。熟練者は，フットワークが
習得されており，パワーストロークの準備段階
として，下半身の動きが先行し，次に上半身，
つまり腕の前への移動がなされる。もちろん，
この場合，素早く，しかも正確なラケットワー
クが不可欠である。
第二に，初心者は，動作中を通して重心の前
への移動が顕著であるのに対し，熟練者はイン
パクト後，着地してから移動が激しくなる。換
言すると，初心者は，重心の水平方向の移動に
よってシャトルにパワーを伝えようとしている
のに対し，熟練者ではそれに依るところは少な
いと言える。これは，初心者ではラケットワー
クが未熟なために,てこ編成型運動*になってい
て，上半身の前傾がおこったことに原因があろ
う。着地後，重心の前への移動が激しくなるの
は次のシャトルに対応するための移動によると
考えられる。
第三に，初心者のほとんどが，その重心が最
高点にある時にインパクトしているのに対し，
熟練者は，最高点からの下降中にインパクトし
ていた。また，床反力からみると，熟練者はジャ
ンプしてその滞空時間の後半にインパクトして
いた。一方，ジャンプを上方向の最大床反力と
考え，同様に比較すると，最大床反力を示した
時やその前にインパクトがあった。これも，パ
ワーの伝達に床反力の利用がされたかどうかに
関係しているだろう。加えて，他の初心者とは
逆に,その後にインパクトがある初心者がいた。
このＳ４は，インパクト後右足が前に出る熟練
者に似た動きの初心者として抽出された被検者
である。そこで，フットワークとの関係を考え
結 聿覗
女性バドミントン初心者におけるパワースト
ローク動作の力学的特徴を明らかにするため，
３試行のフォアハンド・スマツシユ（Ｓｍash，
JumpSmash，StandSmash）を行わせ，その
重心移動，床反力，両膝角度を測定し，ラケッ
ト・ワークと同期させた。
その結果，次の点が初心者の特徴として挙げ
られた。
１）初心者は，フォワード･スウィング開始後，
山本・直江・福島・横山・南谷・芦崎・米澤：女性初心者におけるバドミントン・スマッシュ１１５
インパクト前の最大床反力を示した｡つまり，
腕の前への動きが始まってから，前足で床面
を蹴っているのである。ボール投げ動作のよ
うに，床反力をパワーの伝達に大きく利用し
ようとしていることが指摘された。
２）初心者は，動作全体を通じ，重心の前への
移動が顕著であった。原因として，重心の水
平方向の移動によって，シャトルにパワーを
伝えようとしていること，ラケット・ワーク
が未熟なためてこ編成型運動になり，上半身
の前傾がおこったことが挙げられた。
３）初心者は，その重心の最高時にインパクト
していた。これは，熟練者と比較すると，体
幹のひねりが少ないこと，床反力をパワー伝
達に生かそうとしたことに関連があると推測
された。
４）Ｓｍash動作とＳｔａｎｄＳｍａｓｈ動作に，似た
現象が見られた。即ち，初心者が棒立ちで，
スマッシュしがちなことが明らかにされた。
5）ＪｕｍｐＳｍａｓｈ動作において，ジャンプ後，
前足と後足が交差し，しかも前足だった方か
ら着地していた｡これは,バドミントンのフッ
トワークに似た動きである。よって，初心者
にはフットワークの練習中，方向転換して前
に出る時，意識的にジャンプさせると効果が
あると考えられる。
てこ編成型運動（alevelarrangement）
車輪一車軸編成型運動（awheel-and-axle
arrangement）とともにオーバーヘッド･ストローク・
プロダクションの力とスウィングの速さの生産様式
の典型的な運動様式である。その物理的，解剖学的特
性の多くを無視して運動形態的な課題をうつな形で
取り上げれば，噸できるだけ腕を伸ばすこと〃によっ
て，力とスウィングの速さを生産することができる。
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